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２ マナーチャレンジの取組 

（１）給食委員会の活動 

委員会の時間や休み時間を利用し、クラスで決めるチャレンジの例を演じたり、あいさつチャレンジでの

チェック項目の説明動画を作成したりした。１週間楽しみながら行えるように、チャレンジに取り組めると、

パズルのピースがもらえる仕掛けを考えた。そのパズルは、給食委員会が考えたマナーのオリジナルキャラ

クターである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２）クラスでのマナーチャレンジ事例 

 各クラスで食に関する課題を考え、実態に合ったチャレンジに取り組んだ。 

ア １年３組「しょっきをもってたべよう！ひじをつかないでたべよう！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ ３年１組「食器ピカピカ大作戦」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食週間
の取組の説
明動画 
（抜粋） 

１年３組の課題は、「食事中に食器

を持っていない」、「肘を付いている」

という点であった。 
マナチャレ目標に設定したことで、

クラス全体で意識しながら食事をする

ことができた。 

３年１組の課題は、「食器にごはん

つぶが付いていることが多い」とい

う点であった。 
食器ピカピカを目標にしたこと

で、箸の使い方も意識でき、かき集

める音が無くなる・完食が増えると

いう効果もあった。 

あいさつチェックに取り組んだ 
クラスにパズルピースを渡す様子 

マナーを意識
できるキャラク
ターを考えた。 
給食週間の後も
サンプルの横に
飾り、意識でき
るようにした。 

学校給食週間の取組 富山県             学校給食週間の取組          富山県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 特別献立の実施 

新市誕生２０周年を迎えた記念に、給食を通して地域の魅力を知らせたいと考え「食で奏でるとなみの祭 

り」と題して特別献立を実施した。祭りの雰囲気を感じることができるように、食材や料理の組み合わせを

工夫した。 

出町子供歌舞伎曳山 ごはん  牛乳  イワシの梅煮  定式幕あえ  おでん 

 

 

 

 

 

 

【献立の工夫】 

・ 歌舞伎の舞台で使われている「定式幕」の三色（黒・緑・柿

色）をのり佃煮、小松菜、にんじんで表した。 

・ 梅は病気を追い払う花、長寿を願う縁起の良い花と言われて

いることから、梅の入った「イワシの梅煮」を使用した。 

【地場産物】米、にんじん、小松菜 

 〇 目 的  

・ 学校給食週間中の給食を通して、砺波市の伝統や文化に触れ、地域のよさを知る。 

・ 地場産物を活用した献立や会食会を通して、生産者や食に携わる人たちへの感謝の 

心を育てる。 

       

〇 対象者 市内児童生徒・教職員 

   

〇 活動概要 

１ 特別献立の実施  

２ 掲示資料と放送原稿の作成 

３ 栄養教諭による給食の時間における食に関する指導 

４ 生産者や調理員等との会食会の実施   

  

〇 成果と課題 

・ 成果 

子供たちの身近な「祭り」をテーマにしたことで、給食や地域への関心を高めることができ

た。また、総合的な学習の時間等で学習したことを振り返り、学びを深めるよい機会となった。 

会食会を実施したことで、給食や野菜ができるまでの苦労や思いを直接聞くことができた。 

生産者や給食センターの職員は給食を喜んで食べる児童生徒の様子をみて、今後もより良いも

のを作っていこうという意欲をもつことができた。 

 

・ 課題 

特別な期間だけでなく、日々の給食を通して食に関心をもち、感謝の心をもって食事ができ

るよう、働きかけていく必要がある。 

掲示資料や放送資料の他に、給食センターの調理員や生産者の作業中の動画等も、ＩＣＴを

活用して紹介できるように工夫していきたい。 
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となみチューリップフェア 
彩りごはん  牛乳  地場産じゃがいもコロッケ 

たまねぎドレッシングサラダ  となみたっぷり豚汁 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 咲き誇るチューリップのようにカラフルな「彩りごはん」に

した。 

・ ＪＡと連携し、規格に合わず出荷できなかった「じゃがいも」

と「雪たまねぎ」をコロッケに加工した。 

・ 砺波ブランドの「雪たまねぎ」を使った「たまねぎドレッシ

ング」をサラダに使用した。 

【地場産物】米、にんじん、じゃがいも、雪たまねぎ、 

さつまいも 

厄払い鯉の放流 
ごはん  牛乳  マスの厄払いソース  こんぶあえ 

七福汁 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 鯉にお神酒を飲ませ、厄払いをする様子を表現するため、マ

スに「甘酒」を使ったソースをかけた。 

・ 祭りで「開運七福鍋」がふるまわれることから、砺波産の 

「ゆず」をはじめ、７種類の食材を入れた「七福汁」にした。 

・ 縁起の良い食材とされている「こんぶ」を使った和え物には、

砺波産の小松菜を使用した。 

【地場産物】米、にんじん、小松菜、ねぎ、ゆず 

獅子舞 

獅子バーガー（丸パン・わらじハンバーグのケチャップソース） 

牛乳  マカロニサラダ  獅子とりの雪化粧シチュー 

キウイフルーツ（中学校のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「獅子に頭を噛まれると厄払いになり、無病息災に過ごせる」

という言い伝えを、「獅子バーガー」で表現した。 

・ シチューには冬野菜を使用し、

彩りで化粧をした獅子とりの姿を

表した。 

【地場産物】にんじん、白菜、 

キウイフルーツ 

となみ夜高まつり・庄川観光祭 
ごはん  牛乳  ちくわのあんどん揚げ  納豆あえ   

とっぺの夜明かり汁 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「あんどん揚げ」は、祭りのときに突き合わせをする大行灯を

表した。大行灯の赤い明かりを表現するために、衣に砺波産の

「にんじん」をすりおろして使った。 

・ 「とっぺの夜明かり汁」は祭りの夜を灯す「とっぺ行燈」を表

現した。「とっぺ」は富山弁で「豆腐」を意味し、汁に使用した。 

・ 「納豆あえ」は納豆のような粘り強さで祭りを盛り上げる若者

の姿を表した。 

【地場産物】米、にんじん、さといも、小松菜 

 



29

給
食
の
時
間
に
お
け
る
食
に
関
す
る
指
導

となみチューリップフェア 
彩りごはん  牛乳  地場産じゃがいもコロッケ 

たまねぎドレッシングサラダ  となみたっぷり豚汁 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 咲き誇るチューリップのようにカラフルな「彩りごはん」に

した。 

・ ＪＡと連携し、規格に合わず出荷できなかった「じゃがいも」

と「雪たまねぎ」をコロッケに加工した。 

・ 砺波ブランドの「雪たまねぎ」を使った「たまねぎドレッシ

ング」をサラダに使用した。 

【地場産物】米、にんじん、じゃがいも、雪たまねぎ、 

さつまいも 

厄払い鯉の放流 
ごはん  牛乳  マスの厄払いソース  こんぶあえ 

七福汁 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 鯉にお神酒を飲ませ、厄払いをする様子を表現するため、マ

スに「甘酒」を使ったソースをかけた。 

・ 祭りで「開運七福鍋」がふるまわれることから、砺波産の 

「ゆず」をはじめ、７種類の食材を入れた「七福汁」にした。 

・ 縁起の良い食材とされている「こんぶ」を使った和え物には、

砺波産の小松菜を使用した。 

【地場産物】米、にんじん、小松菜、ねぎ、ゆず 

獅子舞 

獅子バーガー（丸パン・わらじハンバーグのケチャップソース） 

牛乳  マカロニサラダ  獅子とりの雪化粧シチュー 

キウイフルーツ（中学校のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「獅子に頭を噛まれると厄払いになり、無病息災に過ごせる」

という言い伝えを、「獅子バーガー」で表現した。 

・ シチューには冬野菜を使用し、

彩りで化粧をした獅子とりの姿を

表した。 

【地場産物】にんじん、白菜、 

キウイフルーツ 

となみ夜高まつり・庄川観光祭 
ごはん  牛乳  ちくわのあんどん揚げ  納豆あえ   

とっぺの夜明かり汁 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「あんどん揚げ」は、祭りのときに突き合わせをする大行灯を

表した。大行灯の赤い明かりを表現するために、衣に砺波産の

「にんじん」をすりおろして使った。 

・ 「とっぺの夜明かり汁」は祭りの夜を灯す「とっぺ行燈」を表

現した。「とっぺ」は富山弁で「豆腐」を意味し、汁に使用した。 

・ 「納豆あえ」は納豆のような粘り強さで祭りを盛り上げる若者

の姿を表した。 

【地場産物】米、にんじん、さといも、小松菜 

 

２ 掲示資料と放送原稿の作成 

（１）掲示資料           （２）放送原稿 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 栄養教諭による給食の時間における食に関する指導 

 給食時間に、栄養教諭が電子黒板を使い、特別献立を紹介した。 

「チューリップの色みたいにきれいだね」や「家族でチューリップ公園

に行ったよ」と給食に使われている食材や祭りに興味をもち、楽しんで

食べる様子がみられた。 

 

４ 生産者や調理員等との会食会の実施 

学校やＪＡと連携し、希望する学校で会食会を実施した。会食会では給食委員会が中心となって生産者 

にインタビューしたり、感謝の手紙を渡したりした。 

 

（１）生産者との会食会 

     

 

 

 

 

 

 

 

（２）調理員との会食会 

 

 

 

 

 

 

 

【児童の感想より】 
・ 野菜を育てる苦労を聞くと、野菜たっぷりの七福汁が、よ

りおいしく感じられた。 
・ 給食の食材に興味をもつことができた。 
・ これからも、おいしい野菜を作り続けてほしい。 
 

１月２１日（火）＜となみチューリップフェア＞  

 今日の祭りは「となみチューリップフェア」です。毎年チューリッ

プ公園をメイン会場に、３００万本の色鮮やかなチューリップが咲き

誇ります。全国や海外から多くの観光客が訪れます。 
 地場産じゃがいもコロッケは砺波市産のじゃがいもとたまねぎを使

って作ったコロッケです。今日は咲き誇るチューリップを思い浮かべ

て、見た目も楽しんで食べましょう。 
  

【感謝の手紙より（一部抜粋）】 
・ いつもおいしい給食を作ってくれてありがとうございま

す。衛生面に気を付けて作っていると初めて知りました。 
・ みんなが病気にならないように、目で確認してくれてあり

がとうございます。これからも、残さずに食べたいです。 

「厄払い鯉の放流はどんな祭り

かな。 総合の時間に、地域の

出町子供曳山の 先生から三味

線を教えてもらったよ。」 

【生産者の声】 
・ 今年は猛暑で水やりや雑草取りが大変だった。野菜づくり

は天候に左右されることが多い。 
・ 大根が曲がらないように、肥料のまき方を工夫している。 
 



57

給
食
の
時
間
に
お
け
る
食
に
関
す
る
指
導

ＩＣＴを活用した食育の取組 長崎県
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ パックパックウィークの取組 
給食を残さずに食べようという取組は、６月、１１月、２月の年３回行っている。毎日すべての食缶を空

にすることは難しいため、学年ごとに達成しやすい目標を設定し、児童が意欲を持って取り組めるようにし

ている。また、ポスターを掲示したり、事前に放送を行ったりして、「パックパックウィーク」を盛り上げた。 
１月の小学校全体の残菜率は３．８％であったが、パックパックウィーク中の残菜率は２．９％となり、

少しでも食べようという意識が芽生え、良い結果につながった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

調理員さんは髪の毛やほこりがつかな

いように工夫しているんだね。 

調理員さんが、給食に髪の毛やほこりが

落ちないようにとても気を付けているこ

と、大きなひしゃくで給食を作っている

ことなどを説明した。 

【各学年の目標】 
１・２年生 １週間で１つのおかずを３日以上空っぽにしよう   
３・４年生 １週間で２つのおかずを３日以上空っぽにしよう 
５・６年生 １週間で３つのおかずを３日以上空っぽにしよう 

残菜の確認をしているところ。

今日は残っていないみたい。 達成できたクラスに

は賞状を渡します。 

ポスターによる 
呼びかけ 

           ＩＣＴを活用した食育の取組            長崎県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学校給食週間中の指導資料作成 

（１） 学校給食週間中の献立について 

学校給食週間中に登場する長崎県や大村市の郷土料理、地場産物を使用した献立について動画を作成し、

各学級で視聴することで全児童に紹介することができた。 

 
〇 目 的  

 ・ 動画教材を作成し活用することで、食に関する興味関心を高める。 

 ・ 給食センターからの情報発信を効率的に行う。 

      

〇 対象者   市内全児童、教職員（小学校１５校） 

 

〇 活動概要 

１ 学校給食週間中の指導資料作成 

２ 全学校への動画配信 

３ 食に関する指導における動画とＧｏｏｇｌｅ Ｍｅｅｔの活用 

 

〇 成果と課題 

・ 成果 

栄養教諭、学校栄養職員が直接指導を行うには時間が限られるため、動画を活用することで

多くの学級に指導することができた。 

動画やＧｏｏｇｌｅ Ｍｅｅｔによる生中継を行うことで、給食センターと学校が交流でき

る体制を整えることができた。また、給食センターと学校が繋がることで、普段見ることがで

きない調理の様子を同時進行で知ることができた。 

保護者の試食会の時に、給食ができるまでの動画や学校との生中継の様子、場内の作業の様

子を見せることで、保護者へ情報発信を行うことができ、理解を深めることができた。 

委託業者からも給食の調理の様子を発信することができる機会となり、お互いの理解を深め

合うことができた。 

  

・ 課題 

 給食センターとの中継を今年度は１年生のみ実施したため、全学年が中継を見られるような

手立てを考えていきたい。 

 発達段階に合わせた指導を行っていくためには、各学年に応じた指導のテーマを決め、学年

ごとの動画作成を行う必要がある。 

 給食センターでの配信設備をそろえるだけでなく、学校側と連携して機器等の充実を図る必

要がある。 
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（２） 給食センターの衛生管理について 

  子どもたちの衛生管理に対する意識の向上を目的として、給食センターで行っている衛生管理の一部に

ついて紹介する動画を作成し、指導に活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 給食センターの昼からの洗浄作業について 

 午後からの給食センターの作業を知ることで、食器や食缶の片付け方について考えさせるきっかけとし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 全学校への動画配信 

給食の歴史や、給食週間中の献立について紹介したランチニュースを作成し、市内全学校へ配布した。前

述した献立紹介の動画のＱＲコードを掲載することで、すぐに動画にアクセスすることができ、学級での視

聴が効率的になった。各学校や学級での全国学校給食週間の理解を深める指導に使用した。 
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３ 食に関する指導の動画とＧｏｏｇｌｅ Ｍｅｅｔの活用 

市内全小学校１年生を対象として、学級活動「給食センターについて知ろう」を題材に、担任と栄養教諭・

学校栄養職員がＴＴ授業を行った。教材として給食ができるまでの動画を活用することで、子どもたちは給

食にかかわる人の働きについて知ることができ、感謝の気持ちを持つことにつながった。いくつかの授業に

おいては、給食センターと学級間でＧｏｏｇｌｅ Ｍｅｅｔを使った生中継を行った。中継では、今日食べ

る給食が調理されている様子を見ることができ、関心の高まりを感じた。また、給食センターの調理員に直

接インタビューを行うこともできた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

献立紹介の動画にアクセスできる QR コードを掲載 

Ｇｏｏｇｌｅ Ｍｅｅｔ

を活用して今日の調理の

様子を紹介 
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中学生への減塩意識を高める指導 滋賀県          中学生への減塩意識を高める指導        滋賀県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 指導内容 

 （１）題材：『食塩のとり方について考えよう』 

（２）題材設定の理由：塩（ナトリウム）は人間に必須の栄養素であるが、それと同時に取り過ぎは健康に    

深刻な影響を及ぼす。令和元年国民健康調査によると、日本人は一日約１０ｇ摂取しており、日本人の食

事摂取基準の目標値である男性７．５ｇ、女性６．５ｇより依然摂取過多となっている。そのため、子ど

ものころから『適塩』『減塩』を意識した食生活を送ることが大切である。 

学校給食は、食事摂取基準にのっとった栄養価や味付けにしているが、家庭や外食と比較し「味が薄い」

という生徒もいる。また、中学生では、保健体育で生活習慣病について学習し、技術・家庭科（家庭分野）

で食事の役割と中学生の栄養の特徴について学習するが、食塩摂取量自体についての学習項目はない。そ

のため、食塩摂取量が、健康に影響を及ぼすことを知らせ、毎日の給食が『適塩』の味であることを体験

させることを通じて、よりよい食生活を送るきっかけを作るため、本題材を設定した。 

 

 
〇 目 的  体内での塩（ナトリウム）の働きやとり過ぎによる影響を知り、減塩や、適切な塩分 

量で食事をすることの大切さを知るとともに、給食の調理の工夫や、味付けについて理

解できるようにする。 

        

〇 対象者 彦根市内中学生  

   

〇 活動概要 

6 月の食育月間に合わせて、栄養教諭が「食塩のとり方について考えよう」の動画資料を作成し、

市内の給食主任会で修正、確認した指導資料をもとに各校、各学級で食に関する指導を行った。 

      

〇 成果と課題 

・ 成果 

学校生活や給食と関連させたテーマにすることで、生徒も関心を持つことができた。朝の活動

の時間で指導することが多いため、短時間での指導が求められる中、５分程度にまとめたことで

指導がスムーズに行えた。生徒のみならず教員への健康意識を高める良い機会となった。また、

指導後に各校の生徒の感想を載せた「食育だより」を発信することで、保護者への啓発の機会に

もなった。 

    

・ 課題 

年に一回の指導であるため、継続した指導が必要となる。「食育の日」で指導した内容を毎日の

給食時間の指導に活かしたり、定期的に学んだ内容についての「食育だより」を発信したりする

など、学校生活を通じた横断的な学びとする必要がある。 

 

（１食分の食事作りの課題） 

 
（献立の立て方の学習の板書） 

 

【３学期】 ～もうすぐ卒業！ＭＹ弁当を作ろう～ 

 今までの学習の総まとめとして、お弁当作りにチャレンジした。お弁当を作るときの注意点やポイントにつ

いて、学習した。その後、なるべく自分の担当を持つことができるよう３名の班とし、１０品目のレシピから

作りたいおかず３品（副菜２、主菜１）を自分たちで選んで作った。ごはんは、給食のごはんを詰めた。 

（お弁当作りのようす） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【最後に】 

今年度、６年生では、たくさんの調理実習をする機会を持たせることができた。その成果もあり、３学期の

実習では、どの児童も意欲的に短時間で作り上げることができた。この経験は、将来の食事作りに必ず役立つ

と考えている。この学習活動が、今後の中学校での学習等にもつながることを期待している。 
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（３）指導資料 

２ 指導の様子                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 提供資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝の活動時間を活用

し、学級担任より指導

を行う。 

 動画視聴→振り返り 
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４ 生徒の感想 

・食塩を取りすぎないように毎日少しずつ意識していこうと思います。例えば、しょうゆの量を減らしたり、

食塩ではなく他のもので味付けしたりするなどの工夫をしていきたいです。【１年生】 

・食塩には体にいいこともあるけど、とりすぎると高血圧になることがわかりました。給食は工夫されてい

てすごいなと感じました。ちょっと取り組むことで食塩は減らせるので、がんばりたいです。【２年生】 

・給食の味付けは、私たちの将来のことを考えて付けられていると知って、しっかり残さず食べて栄養を取っ

ていきたいと思いました。料理に入った食塩は、目で見るのは難しいので、調理の際は、目安をしっかり確

認してからおいしくいただきたいです。【３年生】 

・食塩のとりすぎは良くないと思っていても気づかずにとりすぎてしまうことが多いと思います。自分で食

事のことを管理するようになっても、食塩量を見て調整しようと思います。【１年生】 

・日常的に食塩をとりすぎ、濃い味に慣れてしまっているので、これからは少しずつ、食塩を減らし、薄い味

に慣れていこうと思った。【２年生】 

・今まで気にせずに食塩を食べていたけれど、将来高血圧につながるか、つながらないかは自分の行動次第

なので、食べるときに塩分が何％か見るくせを付けたり、食塩を多くとらなくてもおいしく食べられるレ

シピを調べていきたいです。【３年生】 

・家でごはんを食べるときも、将来のために食塩の量を考えて食べていきたいと思った。【３年生】 

 

５ 教職員対象事後アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ご意見】 

・自分が中学生の時に知っておきたかったと思える内容でした。大変だと思いますが、次回も楽

しみにしています。 

・給食が薄味であると感じている生徒は多いので、その理由が分かるきっかけとなりよかったで

す。併せて、教員の健康維持に向けた注意喚起にもつながったと思います。 

・ワークシートに「食塩という言葉を入れて」と指示がされていたおかげで、しっかり振り返り

ができていたように思います。給食センターの様子が新鮮だったようで、感想の中にも栄養教

諭さんや調理員さんへの感謝の言葉が多数ありました。わかりやすくまとめていただき、あり

がとうございました。 

・普段自分がどれだけ塩分を摂取しているかを考える大変良い機会になったと思います。 

・継続的に子どもたちに語りかけることで、家庭でも子どもから発信してもらえるようになるの

ではないかと思います。 

・多くの生徒が、食に関心を持つことができた。食育の学習は、大切だと改めて感じました。 

（３）指導資料 

２ 指導の様子                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 提供資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝の活動時間を活用

し、学級担任より指導

を行う。 

 動画視聴→振り返り 

 



114

中学校第３学年　技術・家庭（家庭分野）学習指導案 岩手県中 学 校 第 ３ 学 年  技 術 ・ 家 庭 （ 家 庭 分 野 ） 学 習 指 導 案 岩手県 

         

１ 題材名 「栄養バランスのよい弁当を考えよう」 

 

２ 生徒の実態と題材設定の理由 

  給食時間を見ると、ご飯やおかずを減らす生徒や、生徒同士でおかずのやりとりをしている様子が見られ、

個人の食べる量や、好き嫌いなどの課題があると感じている。また、高校でも運動部に所属したいと考える

生徒の中には、栄養バランスよりも、食べる量や特定の栄養素を重視する傾向が見られる。高校に進学する

と弁当が必要となる生徒が大半であるため、適量かつ栄養バランスの整った弁当の大切さを伝えたい。また

弁当は、栄養バランスや分量、献立の組み合わせなど、多面的に考える必要があるため、今までの学習から

得た基礎的な知識や、家庭生活と関連付けて考えることで、自分の食生活を見直し、よりよい食生活を実践

しようとする意欲を高めることをねらいとし、本題材を設定した。 

 

３ 目標（めあて・ねらい）   

 ・６つの基礎食品群を組み合わせて、栄養バランスのとれた弁当の献立を考えることができる。 

 ・自分の食生活に関心を持ち、食事内容を見直そうとする。 

 

４ 食育の視点 

・心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい食事のとり方を理解し、自ら管理していく能力を身に付け

る。（心身の健康） 

・毎日の食生活は、家族や周りの人たちに支えられていることに気づき、その大切さが分かる。（感謝の

心） 

  

５ 本時の展開  

過程 
時間 

(分) 

 
指導上の留意点 

資料 主な学習内容・活動 

Ｔ１（教科担任） Ｔ２（栄養教諭等） 

 

 

 

５ 

１ 弁当の栄養バランスを考 

える。 

 

 

２ 本時の課題を確認する。 

 

 

○ 弁当の栄養バランス 

 を考えさせる。 

 

 

 

 

             ・弁当例 

 

 

 

 

・課題 

 

 

 

 

 

４０ 

３ 栄養バランスのよい弁当 

のポイントをつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 弁当の内容を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 普段の弁当を思い起 

 させ、ポイントとの違 

 いを確認する。 

 

○ 弁当を考えさせる。 

 

○ 机間指導し支援する。 

○ 栄養バランスのよい 

 弁当のポイントを知ら 

 せる。 

○ 給食と関連付けなが 

 ら説明する。 

 

○ ワークシートに記入 

 させる。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 机間指導し支援する。 

・紙板書 

・ワーク

シート 

・スライ

ド 

栄養バランスのよい弁当を考えよう 

調

べ

る

（

深

め

る

） 

 

導
入 
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５ よりよい弁当にするため、 

グループになり、考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 考えた弁当を発表する。 

○ グループで意見交換 

させる。 

 

 

 

 

 

 

○ 机間指導し支援する。 

 

○ グループでの話し合 

 いを共有させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 机間指導し支援する。 

 

 

 
 

５ 

６ 学習をふり返る。 

 

 

○ 授業をふり返り、自 

 分の考えをまとめさせ 

る。 

 

○ 発表させる。 

 

 ・ワーク

シート 

６ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 評価                   

・ 各食品群の食品を組み合わせて、栄養バランスのとれた弁当の献立を考えることができたか。         

 ・ 自分の食生活に関心を持ち、食事内容を見直すことができたか。       

                        

８ 献立名 

・ ご飯 

・ 牛乳 

・ とり肉のからあげ 

・ 切干し大根のカレー煮 

・ 野菜と生あげのみそ汁 

・ お米のムース 

（リクエスト献立）                        

ま
と
め
る 

課 題 

弁当例 

【意見交換】 
・考えた弁当の紹介、工夫した点の発表 
・ポイントに照らし合わせ、良い所やアドバイスを

伝えあう。 

冷ましてからつめる 

朝、短時間で作れる内容 

大きさ ぴったり 

動かないようにつめる 

主食３・主菜１・副菜２ 

それぞれちがった料理法 

彩り（＝６つの基礎食品群） 

中 学 校 第 ３ 学 年  技 術 ・ 家 庭 （ 家 庭 分 野 ） 学 習 指 導 案 岩手県 

         

１ 題材名 「栄養バランスのよい弁当を考えよう」 

 

２ 生徒の実態と題材設定の理由 

  給食時間を見ると、ご飯やおかずを減らす生徒や、生徒同士でおかずのやりとりをしている様子が見られ、

個人の食べる量や、好き嫌いなどの課題があると感じている。また、高校でも運動部に所属したいと考える

生徒の中には、栄養バランスよりも、食べる量や特定の栄養素を重視する傾向が見られる。高校に進学する

と弁当が必要となる生徒が大半であるため、適量かつ栄養バランスの整った弁当の大切さを伝えたい。また

弁当は、栄養バランスや分量、献立の組み合わせなど、多面的に考える必要があるため、今までの学習から

得た基礎的な知識や、家庭生活と関連付けて考えることで、自分の食生活を見直し、よりよい食生活を実践

しようとする意欲を高めることをねらいとし、本題材を設定した。 

 

３ 目標（めあて・ねらい）   

 ・６つの基礎食品群を組み合わせて、栄養バランスのとれた弁当の献立を考えることができる。 

 ・自分の食生活に関心を持ち、食事内容を見直そうとする。 

 

４ 食育の視点 

・心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい食事のとり方を理解し、自ら管理していく能力を身に付け

る。（心身の健康） 

・毎日の食生活は、家族や周りの人たちに支えられていることに気づき、その大切さが分かる。（感謝の

心） 

  

５ 本時の展開  

過程 
時間 

(分) 

 
指導上の留意点 

資料 主な学習内容・活動 

Ｔ１（教科担任） Ｔ２（栄養教諭等） 

 

 

 

５ 

１ 弁当の栄養バランスを考 

える。 

 

 

２ 本時の課題を確認する。 

 

 

○ 弁当の栄養バランス 

 を考えさせる。 

 

 

 

 

             ・弁当例 

 

 

 

 

・課題 

 

 

 

 

 

４０ 

３ 栄養バランスのよい弁当 

のポイントをつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 弁当の内容を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 普段の弁当を思い起 

 させ、ポイントとの違 

 いを確認する。 

 

○ 弁当を考えさせる。 

 

○ 机間指導し支援する。 

○ 栄養バランスのよい 

 弁当のポイントを知ら 

 せる。 

○ 給食と関連付けなが 

 ら説明する。 

 

○ ワークシートに記入 

 させる。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 机間指導し支援する。 

・紙板書 

・ワーク

シート 

・スライ

ド 

栄養バランスのよい弁当を考えよう 

調

べ

る

（

深

め

る

） 

 

導
入 
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１ 題材名 食事のマナーについて知ろう 

 

２ 児童の実態と題材設定の理由 

  児童は給食の時間を楽しみにしており、給食を残さず食べようとする児童も多い。だが、はしの使い方

がうまくできていない児童や、ひじをついている児童、背中が曲がったまま食事をしている児童も多く見

られる。事前アンケートでも、いつも良い姿勢で食事をしている、と答えた児童が９０人中３６人と少な

く、家庭で受けた注意の内容についても、姿勢についてのものや、はし、お椀の持ち方についてのものが

多く、その他、口を開けたまま食べない、音を鳴らして食べない等の食べ方についてのものも多くあげら

れた。 

マナーとは相手を思いやる気持ちから生まれるものであり、食事のマナーを身につける事は、よりよい

人間関係を形成する上で重要である。本題材の学習を通して、食事のマナーの大切さを理解し、楽しく和

やかに食事をするために、マナーを守って食事をしようとする実践意欲を育てたいと考え、本題材を設定

した。 
 

３ 目標（めあて・ねらい）  

正しい食事のマナーやその大切さを理解する。（知識・技能） 

楽しく和やかに食事をするために、マナーを守って食事をしようと心がける。（学びに向かう力・人間性） 

給食や家庭での食事において、マナーに気を配った食事をすることができる。（思考力・判断力・表現力） 

 

４ 食育の視点 

食事のマナーや食事を通した人間関係形成能力を身に付ける。（社会性） 

  

５ 本時の展開  

過程 
時間 

(分) 

 
指導上の留意点 

資料 主な学習内容・活動 

Ｔ１（学級担任） Ｔ２（栄養教諭等） 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

１ マナーという言葉の意味

を知り、食事のマナーに

はどのようなものがある

のか考え、発表する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇 マナーという言

葉について、質問、

説明をする。 
〇 知っている食事

のマナーについ

て、発表させる。 

 
 
 
〇 児童が発表したもの

を、グループごとにま

とめながら板書する。 
〇 事前アンケートの結

果を伝え、食事のマナ

ーには、他にもたくさ

んある事を知らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２ 良い姿勢で食事をするこ

との大切さについて知る。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
〇 良い姿勢で食事をす 
ることの大切さについ

て、頭の重さを児童に体

感させたり、姿勢と表情

の変化する絵等を使っ

たりしながら説明する。 

 
・３ｋｇの重さ

の袋（３年生

の頭の重さ） 
・姿勢と表情の

変化する絵 
 

導
入 

めあて 食事のマナーについて知ろう 

深
め
る 

※ 授業で使用した資料等 

［ワークシート］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[スライド] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
  
 

※厚生労働省策定「日本人の食事摂取基準」（2020 年版）１人１日あたり，身体活動レベルが「ふつう」の場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
食事摂取基準 エネルギー たんぱく質 

脂質エ
ネルギ
ー比 

無機質 ビタミン 食塩 
相当量 カルシウム 鉄 Ａ Ｂ1 Ｂ2 Ｃ 

１２～１４歳 
男 2,600 60.0 20％以上 

30％未満 

1,000 10.0 800 1.40 1.60 
100 

7.0 未満 

女 2,400 55.0 800 12.0 700 1.30 1.40 6.5 未満 

１5～１7 歳 
男 2,800 65.0 20％以上 

30％未満 

800 10.0 900 1.50 1.70 
100 

7.5 未満 

女 2,300 50.0 650 10.5 650 1.20 1.40 6.5 未満 

１．栄養バランスのよい弁当のポイント

ポイント４ □い 彩り  （＝６つの基礎食品群）

ポイント５ □し 主食：主菜：副菜 ＝ ３：１ ： ２

ポイント６ □そ それぞれ違う調理法   

ポイント７ □う 動かないようにつめる

【目安】男子：９００ml 女子：８００ml

中学校 ３年  組  番 名 前                  

ポイント１ □さ 冷ましてからつめる （衛生管理面での鉄則！）

容量（mL） 

＝ kcal 

ポイント 2 □あ 朝、短時間で作れる内容 （手軽に作るための工夫）

ポイント３ □お 大きさ  ぴったり （弁当のエネルギー量の目安）

（様々な食品）

普段使っている弁当箱の容量を確認してみよう！

（いろいろな調理法 → 内容や味のバランス）

（弁当は持ち運ぶのが前提）

主食 
３ 

主菜 １ 

副菜 
２ 

3 
1 

2 

（栄養バランス面での鉄則！） 
この割合で 

つめると…

 
 

 
 ※弁当の完成図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

                                                  

 
                                                  
 
                                                  
 
                                                  

2．栄養のバランスのよい弁当を考えよう！ 

【工夫した点など】 

                            

                             

                                    

                                  

                            

                            

３．授業を振り返って、考えたことをまとめてみよう。 

☆６つの基礎食品群がそろっているか、確認してみよう。                                                                
１群 ２群 ３群 ４群 ５群 ６群

魚・肉・卵・
豆・豆製品

牛乳
乳製品

小魚・海藻

緑黄色
野菜

その他の
野菜
果物

穀類
いも類
砂糖

油脂

主
食

例）　ごはん ごはん

主
菜

副

菜

献　立


